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三側面
（分野に☑）

現在の取得率60％→80％を目指す 2023年取得率８０％達成

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

２０２３年実施できなかったため取り組
み内容を変更して２０２６年度に完了す
る

社員の働きやすい環境づくりのためにリフレッシュ休暇取
得推奨を行う

現在の取得率60％→80％を目指す

経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

食材を無駄にしない料理開発を3品行
う

シーズンごと（年４回）宴会メニューの見直しを行いバリ
エーション開発を行っている　地元野菜を使用し旬の食材
と地域食材を採用した料理を提供している

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

現在持参率０％→10％を目指す

前期の指標に対する実績

テイクアウト商品に係るプラスチック商品の削減のためお
客様に持ち帰り容器の持参を推奨

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

テイクアウト商品については衛生面を危惧するため実施
できなかった　そのためテイクアウトの容器の見直しを行
う（２０２６年度内）

「くまもと県南フードバレー推進協議会」へ正会員として参加し、地域食材を使用した料理開発を行い　地域活
性化に寄与する。食のグローバル化による市場拡大のため安心安全な食材による県南地域全体の活性化に努
める

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

２０２３年　実施完了

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

結婚式のコース料理のバリエーション開発

社会

経済

環境

経済の相互発展
地元の雇用創出と人材育成の強化

取引先満足度スコアの実施
数値アンケートは２０２５年度実施計画
をし、共栄会を通じて取引のヒアリング
を実施
年次で５段階評価をして頂き改善点を
洗い出す2023年未実施→2026年
評価４を目指す
取引継続率
年間継続率を2026年95％を目指す

社会

経済

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該
当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新
時（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」
と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境
社員の幸福と成長
従業員ファーストの企業理念による地域社会への貢献

多様な人材の採用　スキルアップとし
て研修会の実施2023年６か月に１回
→2026年２か月に１回へ

社会

経済

環境

持続可能な環境
フードロス削減および持続可能な資源の確保

フードロス削減のために宴会料理持ち
帰りを可とする
2023年度０％→2026年度30％（全
体宴会施行）

事業者名 株式会社出雲総業

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

安心・安全な食品を提供し、食品取扱者の衛生管理や各種検査などにより安全管理を確保していく。食品ロス
を削減するよう多様性のある商品開発をすることで「持続可能な食」に貢献すし、併せて社員の働きがいのある
企業を目指す。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


